




江 尻 全 機
第30次南極地域観測隊(観測隊長 ・江尻全機,夏 隊
長 ・竹内貞男,越 冬副隊長 ・召田成美)は昭和63年ll月





















































洋物理 ・化学 ・生物等)をブライド湾内で実施 し,その
後はあらかじめ計画した日程に基づいて東航し,マ ラジ




した ように"し らせ"は 再度昭和基地へ回航 し,衛星
データと夏隊員(アンテナ関係3名 及び生物1名)の最終
収容を行い,引 き続 き船上観測を実施 しつつ南緯60度に
沿って東経150度まで東航 し,3月上旬には南極圏を離
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の観測 として 「テレメ トリーによる人工衛星観測」,「極
域擾乱と磁気圏構造の総合解析」及び 「観測点群による
























O越 冬 隊 昭 和63年10月1日現 在
担 当 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験 等
隊 長 江尻 全機 17.4.30 国立極地研究所研究系(文 部教官教授) 東 京 都 第25次越冬隊
副 隊 長 *召田 成美 19,10.24気象庁観測部(運 輸技官) 長 野 県
第16次越 冬隊
{第20次越冬隊第26次越冬隊
気 象 首藤 康雄 25.1.5 気象庁観測部 〔運輸技官) 東 京 都 第23次越冬隊
〃 福山 佳之 29.9.17 気象庁観測部 〔運輸技官) 東 京 都
,r 加藤 美雄 28.ll.22気象庁観測部(運 輸技官) 北 海 道
〃 宮本 仁美 34.2.15 気象庁観測部(運 輸技官) 広 島 県
電 離 層 山本 伸一 31.8.24 通信総合研究所電波部(郵 政技官) 茨 城 県 第25次越冬隊
地球物理 村上 寛史 23.8.25 国立極地研究所事業部(文 部技官) 大 阪 府
(京都大学理学部)
領 空 系 門倉 昭 33,10.19国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 神奈川県
〃 栗原 則幸 30,1.16 通信総合研究所電波部(運 輸技官) 山 形 県 第22次越冬隊
,t 木村 健一 38,6.2 通信総合研究所電波部(郵 政技官) 山 形 県
〃 *行松 彰 39.5.27 国立極地研究所事業部(文 部技官) 大 阪 府
(京都大学大学院)
気水圏系 *東 信彦 29.12.12北海道大学工学部(文 部教官助手) 北 海 道
rt 小西 啓之 34.5.18 大阪教育大学(文 部教官助手) 奈 良 県
ク 掛川 英男 38.1.28 筑波大学地球科学系(文 部教官助手) 長 野 県
ク 村山 昌平 37,1.21 国立極地研究所事業部(文 部技官) 大 阪 府
生物 ・
医学系 山口 立雄 23.11.10
(東北大学大学院)
岡山大学教養部(文 部教官助教授) 新 潟 県
機 械 *清水 守男 24.11.14国立極地研究所事業部(文 部技官) 神奈川県 第23越冬隊
(いす ・"自動 車㈱)
り 村松 金一 25.6.6 国立極地研究所事業部(文 部技官) 静 岡 県 第28次夏隊
(㈱関電工)
〃 谷崎 政弘 21.1.1 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県 第25次越冬隊
(㈱大原鉄工所)
1r 室津 亮三 30.10.19国立極地研究所事業部(文 部技官) 愛 媛 県
(ヤン マ ーエ ン ジニ ア リ ン グ㈱)
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機 械 大堀 治 27.ll.4 東京工業大学施設部(文 部技官) 東 京 都
曙, *吉田 治郎 22.3.10 国立極地研究所事業部(文 部技官) 千 葉 県 第20次越冬隊{第26次越冬隊
通 信 *永原 文雄 18.4.19 国立極地研究所事業部(文 部技官〉
(日本電信電話㈱)
千 葉 県 第20次越冬隊
〃 山下 丈次 27.10.6 国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県
(日本電信電話㈱)
〃 谷川 陵二 34,12.8 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 愛 媛 県
〃 岡村 宏 39.2.8 電気通信大学大学院 新 潟 県
電気通信学研究科(学生)
調 理 西村 淳 27.5.15 海上保安庁警備救難部(海 上保安官) 北 海 道
〃 鈴木 博之 37.5.1 国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都
(㈱東條会館)
医 療 坂本 忠成 7.10.17鈴木病院 神奈川県
〃
*高見 俊司 23.4.28 横浜緑病院 東 京 都
航 空 吉沢雄二郎 23.8.4 国立極地研究所事業部(文 部技官) 新 潟 県
(北海道航空㈱)
ll 大澤 利幸 37.8.24 国立極地研究所事業部 〔文部技官) 東 京 都
(日本 フ ラ イ ングサ ー ビ ス㈱)
〃 中西 久隆 24.11.3 国立極地研究所事業部(文 部技官) 奈 良 県
田 本フライングサービス㈱)
設営一般 野元堀 隆 27.3.10 島根医科大学業務部(文 部技官) 鹿児島県 第25次越冬隊
ti 有吉 英俊 35.ll.24国立極地研究所事業部(文 部技官) 福 岡 県
(日本電気㈱)
〃





担 当 氏 名 生年月日(昭和 所 属
本 籍 隊 経 験 等
鍛欝 驕
副 隊 長 竹内 貞男 9.12.24国立極地研究所事業部(文 部技官) 東 京 都 次越冬隊,第23次
夏隣 第25次越冬隊
海洋物理 池田 俊一 22.2.27 海上保安庁水路部(海 上保安官) 北 海 道
海洋化学 松本 敬三 38.3.23 海上保安庁水路部(海 一ヒ保安官) 兵 庫 県
海洋生物 綿貫 豊 34.1.2 国立極地研究所研究系 〔文部教官助手) 長 野 県







森脇 喜一 19.3.25 国立極地研究所研究系(文 部教官助手) 広 島 県
隊,27次 夏 隊 外
国 基 地:ニ ュ ー
ジ ー ラ ン ド基 地
(S45.11～46,2)
〃 平川 一臣 22.5.10 山梨大学教育学部(文 部教官助教授) 愛 知 県 第28次夏隊
第16次越冬隊 第
25次夏隣外国基
地:ア メ リ カ 基
地(S52.ll～
〃 船木 實 23.11.8 国立極地研究所資料系(文 部教官助手) 秋 田 県
S53,10～532
54:1},
オー ス トラ リ ア
基地 〔S62,1～2)
〃 野木 義史 36.12.30神戸大学大学院自然科学研究科 島 根 県
〃 時枝 克安 15.10.28島根大学理学部(文 部教官助教授) 兵 庫 県
〃 遠藤 辰雄 14.9.5 北海道大学低温科学研究所
(文部教官助教授)
北 海 道
生 物 ・ 宮脇 博巳 30.6.3 佐賀大学教育学部(文 部教官講師) 鳥 取 県
医学系 一3一
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生 物 ・ 東 正剛 24.1.7 北海道大学大学院(文 部教官助手) 北 海 道
医学系 環境科学研究科
設営一般 増田 光男 22.10.25国立極地研究所事業部(文 部技官)
(金子架設㈱)
千 葉 県 壕鑛 隆・
〃 蛭田 攻 19.6.3 国立極地研究所事業部(文 部技官) 栃 木 県
(日本電気㈱)
〃 尾崎 勝 40,8.19国立極地研究所事業部(文 部技官) 神奈川県
(日本電気㈱)
〃 川久保 守 25.2.27国立極地研究所事業課(文 部事務官) 長 野 県 第20次越冬隊,{第26次越冬隊
第30次南極地域観測隊同行者名簿


























O南極条約に基づく交換科学者(派 遣)(イギリス,バ ー ド・アイラン ド周辺) 63.12.3～64.3.15
専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍 隊 経 験






専門分野 氏 名 生年月日(昭和) 所 属 本 籍
第24次夏隊{
第27次夏隊
海 洋 生 態 学








長 野 県 第27次越冬隊
一4一









じめとして,み ずほ旅行も行われた.約2週 間の厳 しい
寒 さのなかでの行動であり,ほ とんどの旅行隊員が顔や
手に軽度の凍傷 を負った.暖 かいオングル島にいては経
験できない貴重な体験である,こ の旅行では,ル ー トの
整備 ・燃料輸送 ・無人観測装置の点検などが実施された.
8月中旬には,コ ウテイペンギン2羽が姿を見せた.























mも 埋まっていた.こ れらの襯の探索 ・掘 り起 こし・
引出 し作業はたいへん難航 した.25次隊で建てた小屋は,
雪面下1mに 埋没 しており28次隊のそれも埋没 は時間
の問題である..一方,あ すか観測拠点では,逆 に雪の昇
華と削剥が急速に進み,雪 の下のゴミも顔を出した.埋
没していた建物の一部や ドラム缶 も現れデポ してあった
物品の倒壊も相次いだ.
第20回南極研究科学委員会(SCAR)総会
平 澤 威 男
去 る9月5日 か ら9月16日 まで オ ー ス トラ リ ア ・ホ
バ ー ト市 に お い て 第20回南 極 研 究 科 学 委 員会(SCAR)が
開 かれ た.日 本 か らの 出席 者 は 当研 究 所の 名 誉 教 授 で あ
る永 田 武前 所 長(日 本 の 常 任 代 表),筆 者(代表 代 理),星
合,吉 田,神 沼,内 藤 教 授 等 で あ っ た.会 場 は主 と して,
ホバ ー ト市 の 中 心 街 に位 置 す る ウエ ス トサ イ ドホ テ ル で,
そ の ほ か タ スマ ニ ア大 学 な どが 使 用 さ れた.参 加 国 はベ
ルギ ー を除 く加 盟 国21カ国 お よ び関 連 学 術 団 体 の 代 表 ,
さ らに オブ ザ ー バ ー と して フ ィン ラ ン ド,韓 国,オ ラ ン
ダ.ペ ル ー,ス ペ イ ンが 出 席 した.総 数 約100名で あ っ
た.前 記 の 期 間 中,第1週 に は 生 物,超 高 層 物理 な どの
作 業 委 員会 お よび専 門 家 グル ー プの 会 合 が 開 か れ た.こ
れ らの 委 員 会 等 の報 告 は 第2週 の 本 会議 に提 出 され 検 討
され た.
9月12日,本 会議 の 開 会 に さ きだ ち.新 規 加 人 国 の 審
議 が 行 な わ れ,イ タ リー,ス ウ ェ ー デ ン,ウ ル グ ア イ が
正 式 メ ン バ ー と し て,ま た エ ク ア ドル が 準 メ ン バ ー
(Associate　member)として の 加 入 が 認 め ら れ た .こ れ
で,　SCARの 正 式 加 盟 国 は21カ国,準 加 盟 国 は5カ 国
と な った.　SCAR総 会 は タ ス マ ニ ア州 政 府 を 代 表 した
文 教 大 臣Mr.　Peter　Raeの挨 拶 が あ って 開 会式 で 始 ま り.
審 議 に入 っ た.前 回 と 同様 に,総 会 では 報 告 事 項 の よ う
な簡 単な 議 題 につ い て は迅 速 に議 事 が進 め ら れ,と くに
審 議 を要 す る 議 題 に つ い て は 代 表 者 会議 や 臨 時(ad　hoc)
グ ル ープ で 検 討 し,総 会 で結 果 を報 告 し,審 議 す る こ と
と な った.臨 時 グル ー プ は.　SCARの 将 来 展 望,　Inter・
national　Geosphere・Biosphere　Prog am　(IGBP)作業 部
会の 再編,南 極 科 学 につ い て の コ ンフ ァ レ ンス,財 政 な
ど に つい て組 織 され た.
SCARに は 各 種 常 置 作 業 委 員 会 と専 門 家 グ ル ー プ が
置 か れて い る.こ れ ら の組 織 は南 極 の科 学 研 究 の推 進 は
も とよ り,国 際 的 な科 学 組 織,南 極 条 約 協 議 国 会 議 や そ
の他 の政 府 間機 関 な ど と も関 係 が 深 い.第1週 に 開 か れ
た廃 棄物 処 理(Waste　Disposal)に関 す る 専 門 家 グ ル ー プ
で は,南 極 条 約 協 議 国 会 議 の 勧告 湿 一4廃 棄物 処 理 に つ
い て検 討 し,最 終 報 告 書 を まとめ,総 会 に提 出 した,こ
の 報 告 書 は 総 会 で 承 認 さ れ,　SCARか ら出 版 され る こ
と とな っ た.ま た各 国 の 国 内委 員 会 に送 付 さ れ,同 委 員
会 は 各 々 の政 府 に 対 しSCARの 協 議 国 会 議 勧 告 畑 一4に
対 す る回 答 と して提 出す る こ と と した.ま た各 種 常 置作
業 委 員 会 か ら合 計21の勧 告 が 提 案 され,そ の全 てが 総 会
で 承 認 されて い る.
1986年来,各 国 南 極 観 測 事 業 実 施 機 関 責 任 者 の 協 議組
織 が作 られ,情 報 交 換 が な されて きた,そ の 後,こ の組
織 にSCARの 中 で あ る位 置 を与 え ら れ るべ きで あ る と
考 えが 出,今 回 総 会 に お い てCouncil　of　Manegers　of
National　Antarctic　Programmes(MNAP)を設 置 す る こ
と が提 案 され,承 認 さ れ た,こ れ に と もな い 設営 の作 業
委 員 会 は 解 散 さ れ,　MNAPの 下 の 常 置 委 員 会
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(SCALOP}がそ の 任 務 を継 承 す るこ と と な った.ま た,
超 高 層 物 理 に関 す る常 置 作 業 委 員会 は拡 充 され,対 流 圏,
成 層 圏,中 間圏 を 含 め た作 業 委 員会 とな り,名 称 も大 気
科 学(Atmospheric　Science)とな った.
1991年に　 '℃onference　on　Antarctic　Science「'　を
SCAR主 催 で 開 催 す る こ と と し た.そ の 目的 は南 極 科
学 につ い て の学 術 的 な討 論 を 深 め,汎 地球 的 な科 学 へ の
貢 献 を促 進 す る こ と.ま た,　SCARの 可 能 性 を 国 際 的
な 科 学 集 団 の 中 で 強 化 し,南 極 科学 を よ り広 い 範 囲 の
人 々に 知 ら しめ る こ と に あ る.さ ら に,　SCARの 将 来
展 望 に 関 し て 討 論 し,　SCARと して2つ の タ ー ゲ ッ ト
を決 め た.即 ち,　SCARはWorld　scienceの主 要 な指 向
性 に絶 え ず 注意 を 払 い,南 極 に 関 連 の あ る もの に対 して
は 遅 れ る こ とな く適 切 に また 効 果 的 に 対 応す る こ と,ま
た,必 要 に 応 じ,公 平 な しか も詳 細 な コ メ ン トと専 門的
な 助 言 を提 供 し得 る 体 制 を有 し,他 の 国 際 的 な組 織 例
え ば南 極 条 約協 議 国 会 議 や 南 極 鉱 物資 源 活動 に 関 す る代
表 者 会 議 と よ り密 接 な 協 調 関 係 を作 りだ す こ とと した.
役 員 の 改 選 が あ り,次 期(1988～1992)副会 長 に オ ー ス
ト ラ リ ア のW.　F.　Budd教授,幹 事 に ブ ラ ジ ル のA.C.
Rocha　Campos博士 が 選 出 さ れ た.次 回 〔21回)の
SCAR総 会 は,ブ ラ ジ ル の ブ ラ ジ リ ア市 で1990年7月
に 開か れ る予 定 で あ る.
(筆者:国 立 極 地 研 究 所 教授 研 究 主幹)
オーロラ粒子降下の分布と
オーロラ形態の比較研究
小 野 高 幸






と思われる.特 に米海軍 との関係が深 く,人工衛星によ















良 く知 ら れ て い る様 に オ ー ロラ の 光 は6300A,5577A,
む
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隊 長 も出席 した,
会 は.松 川 所 長の 留 守 家族 に対 す るね ぎ らい の 、;.葉と
渡 辺 会 長 及 び 大 内{llll会長 のあ い さつ か ら始 ま り,出 席 家
1)'髪力・らは,各F家 具 とa)'、Utll代J－ノ.,・.ノク スa)K)りと り等≡び)
近 況 が披 露 され,な ご.やか な雰 囲 気 に包 まれ た.
また.ノ}[,,1は,・1月に帰1.L/]Lた第29次.夏1隊か ら5名 の
隊 日 ・オ ゾザ ー バ 一一が か けつ け,夏 期 オ ペ レーー シ ョ ン中
の 各隊 員の 様 ∫・等 をス ラ イ ドを 交 え披 露 した.
そ の 後,.'F業課 か ら越 冬隊 の 今 後 の|1程べ・託 送 品 の送
り 方な どにつ い て説Illlがあ った.
'ド後 は
,家 族 相tl:の懇 談の 後,映 画 「寒 極 を飛」;1が
ヒ映 され,記 念'与:真を」最影 して 散 会 した.
講演と映画の会を開催
南 極観 測 の 成 果 や意 義 につ い て 普及 す る た め,講 演 と
1映1由iの会 を.ヒ尾llfCtij|1県・七尾.「}∫の.各教 育委 員 会jlミ催}
で そ れ ぞ れ 開催 した.
f)∫]101i「トttt/:こtよし'tdl↑ia)「t∫⊥辻会 費i.ltこ才5し、'ぐ糸{):11〔)を「a)
聴 衆 を前 に 大[[1助教 」受r第28次越 冬隊 長iに よる 「南 極 の
|/然と観 測 隊」 に つ い ての 講 演 が 行 わ れ た.ま た,9Jj
19日月に は 那 覇 市の 【il央公 民 館 に お い てS,{J:如0名の聴 衆
を前 に 臼:尻教 授(第:ζO次観 測 隊 長}に よるli!Jじ演 題 の講 演
カtli'A⊃aしtこ.
なお,い ず れ の 会場 に お い て も,映 画 「南 極 」 を ヒ映
し,好 評 を得 た,
?




















30次隊 によ り昭和基地 に設置 されるパラボラアンテナ
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鈴 木 吉 彦(事 業課)









10月に 金沢 で 開 催 され た 第84回地球 電磁 気 ・地球 惑 星
圏学 会総 会に お い て.同 学 会 賞 で あ る 田 中館 賞 が オー ロ
ラ資 料 部 門の 小 野 高 幸 助 手 に授 与 され た.
オ ー ロ ラ像 を単 色 光に 分 離 して 撮 像 す るテ レ ビ カ メ ラ
を 開発 し,昭 和 基 地 にお け る オー ロラ 観 測 に 用 い た.こ
れ に よ り得 ら れ た画 像 デ ー タの処 理 シ ス テ ム を確 立 し,
多色 オ ー ロ ラ画 像 の 相rl:比較,人1:衛 星 観 測 に よる オ ー






8月23日tlSOに開 か れ,以 下 の事 項 が審 議 され た.
1.教官 人事 につ いて
2.第30次南 極 地 域 観 測 隊 の 編 成 に つ い て
3.昭 和63年度外 国 基 地 派 遣 に つ い て









余儀なくされた.しか し,8月 に入ると穏やかな天候 と
なり,順調に計画を消化することができた.8月23日に
は,本格的な内陸旅行の第1回 目として,みずほ旅行隊







気水圏:定 常 ・研究とも順調に経過 している,8月'ド旬
に成層圏の大規模な昇温が観測されたが,非 常に珍 しい
現象であった.
宙空:定 常 ・研究ともに順調に経過 している.




通信:共 同FAXニ ュースの受信状態が悪いほか,ほ ぼ
良好に通信 を確保することができた.又.7月 より衛星
回線を使った私信FAXが 行えるようになり,取扱い件
数が大幅に増えた.そ の他医療 ・調理 とも順調に経過し
ている.
あすか観測拠点
7月,8月 と比較的穏やかな天候が続 き,太陽 も再来
し日..一日と日照時間が長 くなって きた.冬 の問に埋没し
たスノーモビル,デ ポ物資,橘 寺の掘 り起こし・移動 ・
集積が全員作業で進められた.又,10月にf"diしている
限石探査旅行にそなえ,車輌整備や観測資材の準備 ・食
糧 レーション作 り等 も同時に進め られ,旅 行準備一一色と
なった.
観測報告
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　C]imatic　Data　f`,r　Japanese　Anrarctic　Stations.　)
平 均 気 温CMeantemp、)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　leveD　〔mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　presg.　ure)　Cmb}
平 均 相 対 湿 度 　 CMean　re]ative　humidlty}　{%)
平 均 風 速(Mean　 wind　Speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max,　 svln〔1　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　〔m/s)
瞬 間 最 大 風 速 　 (Gust)　(mfs)
平 均 雲 量 〔Mean　cloud　cover)　(レ10)










































































現 在,　Hft和|基地 に は40棟,延 べ 床 面 積4,300m2の建
物 が 建 っ て い る.昭 和32年,第1次 隊 の 越 冬 開始 時 に
比 べ 棟 数 で10倍,面 積 で25倍の 規 模で あ る.
南極 観 測 へ の 参 加 を決 め た 当 初,日 本 隊 の 基 地 臼 じ
地,プ リ ン スハ ラ ル ド海 岸 の 気 象 条件 は 全 く 糠[|で,
設 計 を担 当 した 日本 建 築 学 会 が 乏 しい資 料 か ら類 推,
設 定 した 条件 は,風 速80m/sed現在 の 条f'11C)Om/secl,
最 大屋 キ艮[flil,i{',t;・2m〔Om),平よ2」会(温一30°C(-10°0,
最 低 気 温 一50℃〔-40°C)とい う他 で あ った.建 設 地 盤
も 岩盤 上 か 氷 雪 上 か 未定 で,両 用 で き る 構 造 が 望 まれ
た.南 極 観 測 用 建 物 は,こ れ ら の 厳 しい 外 力 条 件 を満
た した 他 に,砕 氷 船 や ヘ リ コ プ ター に よ る輸 送 に 制 約
さ れ る部 材'の大 き さや 屯Ill:,現地 で の作 業 能 力 〔極 力 プ
レハ ブ化 す る)を考 慮 しな け れ ば な らな い.日 本の プ レ
ハ ブ住 宅 の 先駆 けで もあ る 第1次 隊 用 建 物 は 横1.2rn×
縦2.4m,厚 さ10cmの木 製 の 耐 力 喉 を コ ネ ク ター で つ
な ぐ構 造 で,現 地 で は 発 電uel-,}1の付帯 設 備 を含 め4棟
(1棟40m:りを約 半 月 間 で完 成 させ,初 の 越 冬 に入 る こ
と がで きた,
7次 隊 で 「ふ じ」 が 就 航.輸 送 能 力 が 増 加 し.建 物
SMSIもL棟100mL'程度 と大 型 化 し,ま た 越 冬 を重 ね,
現 地 の 状 況 が 把 握 さ れ た こ と に よ り,基 礎 に コ ン ク
リー トを使 い,雪 の吹 き溜 りを 防 ぐ為,建 物 の 下 を吹
き抜 け 〔高床 式)に す る な ど種 々の 改 良 が 加1えられ た.
そ の 後,ク レー ン 中:など大 型 建 設機 器 の 導 入 も あ っ
て,床 面積400m2を越 す,鉄 骨 構 造の2階 建 も(2隊 次
に よる 工事 で)建設 され る よ うに な った.
昭 和 基 地 の 規 模 が 大 き くな っ た とは 言 え,営 々 と増
築 して きた結 果 で あ り,開 設 以X30年 余 を経 た基 地 は
老 朽 化 した 建 物 の 改 廃 を含 め て,都 市 計 画 に 基づ き 再
整 備 を行 う時 期 に来 て い る.
また 日本隊 の 建 設 は約1カ 月 の 短 期 間 に1-2名 の
,.V門職 の 外 は観 測 隊 員 や 「し らせ 」 乗 員 労 働 力 に 頼 ら
ざる得 な い の が 現 状 で,基 地 の11r整備 を行 うに あ た っ
て,こ う した 建 設 体 制 を 見 直 す こ と も将 来必 要 と な ろ
う.
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